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原稿   ページ 

主病名（ICD10コード名） ICD10 件数 

その他の頭蓋内動脈からのくも膜下出血 I606 2 

動静脈瘻，後天性 I770 2 

椎骨脳底動脈症候群 G450 2 

解離性けいれん＜痙攣＞ F445 1 

その他の慢性疼痛 R522 1 

神経根障害を伴うその他の脊椎症，頸部 M4722 1 

実入院患者数                             （人） 
年度 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

実入院患者数 675 745 776 711 573 555 610 698 653 667 

 

 

 

 

 

 

 

居住地別入院患者数の推移                    （人） 
 泉佐野 泉州 大阪府 近畿 その他 

2016年 225 427 13 7 3 

2017年 223 479 13 19 11 

2018年 262 474 11 21 8 

2019年 219 460 16 10 6 

2020年 184 373 6 7 3 

2021年 171 366 8 8 2 

2022年 176 407 10 9 8 

2023年 202 458 12 13 13 

2024年 201 426 8 11 7 

2025年 193 434 16 15 9 
 

 

 

 

 

 

 

 

手術実績 

りんくう総合医療センターと泉州救命救急センターを併

せた総件数は383件で、泉州地域の脳神経救急診療の中

核病院として機能している。 

その他 

①日本脳神経外科学会専門医認定制度訓練施設 

②日本脳卒中学会研修教育施設 

③日本脳卒中学会一次脳卒中センター 

④日本臓器学会認定指導施設 

⑤大阪府がん診療拠点病院 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

血管内治療、頭部外傷治療等で府下有数の症例数を達

成している。 

一方で医師不足は解決しておらず、個々の医師への負

担は増加傾向にある。若手医師の臨床研修を強化し、技

術指導を徹底する事により、臨床医としての能力向上を目

指す事でこうしたマンパワー不足に対応している。 

医療圏最大の急性期病院として脳卒中、頭部外傷治療

の中心としての役割を果たしていくことを変わらぬ目標とし

ている。長年にわたって医療圏の脳神経診療センターとし

ての機能を果たしており、今後その存在意義と責任はさら

に大きくなっていくと考えている。 
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診診療療局局：：形形成成外外科科  
 

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

部 長 

兼機能外傷センター再建外科部門長 
服部 亮 

副医長 竹村 文吾 

非常勤医員 池尻 遼哉 
  

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

【人員構成と施設資格】 

当科は大阪大学医学部形成外科学教室の関連病院とし

て、3名のスタッフが常勤している（服部 亮: 部長・日本形

成外科学会専門医、竹村 文吾: 副医長・日本形成外科学

会専門医、池尻 遼哉: 非常勤医員）。また当院は日本形

成外科学会認定施設に指定されている。 

【主な診療内容と特色】 

形成外科の診療対象は非常に多岐にわたるが、当科で

は主に以下の診療を行っている。 

○皮膚皮下良性腫瘍、母斑、血管腫、皮膚悪性腫瘍の外

科的治療 

小児の皮膚皮下腫瘍手術は、日帰り全身麻酔手術で

行っている。 

○顔面骨骨折の観血的整復手術 

基本的に骨折部位の固定には吸収性プレートを用い

るため、後日プレート抜去手術の必要がない。 

○眼瞼下垂・睫毛内反症の修正手術 

先天性眼瞼下垂、加齢などに伴う腱膜性眼瞼下垂、

睫毛内反症等の治療が可能である。 

○表在性皮膚病変に対するレーザー治療 

表在性血管腫等に対するVbeamレーザー治療、太田

母斑・異所性蒙古斑・外傷性色素沈着に対するアレキサ

ンドライトレーザー、ピコセカンドKTP/Nd:YAGレーザー

(PicoWay)治療、皮膚表在性病変に対する炭酸ガスレー

ザー治療が可能である。 

○乳癌術後の乳房再建 

当科では乳腺・内分泌外科と連携して、乳房再建術を

行っている。シリコンインプラントによる乳房再建以外にも、

自家組織（脂肪注入広背筋皮弁、DIEP flap、PAP flap等）

を用いた一期的および二期的再建を行っている。乳腺

全摘術を行う患者では、通常乳癌切除と同時にティッシ

ュエキスパンダー（皮膚拡張器）を挿入し、不足した皮膚

を拡張した後に二期的再建を行っている。 

○顔面神経麻痺の外科的治療 

眉毛・眼瞼・口角下垂の矯正や、神経筋移植による機

能回復手術が可能である。 

○熱傷、凍傷の治療 

○外傷後や手術後の瘢痕、ケロイドの治療 

○陥入爪・巻き爪の治療 

形状記憶ワイヤーを用いた非観血的矯正治療や、フ

ェノール法等による観血的治療を行っている。 

○癌切除後再建、外傷性・難治性皮膚欠損の再建手術 

頭頸部癌切除後のマイクロサージェリーによる再建手

術や、その他各種癌切除後欠損・外傷後欠損の再建手

術を行っている。 

○その他の院内活動 

全入院患者の褥瘡対策を担い、褥瘡対策チームの中

心として看護師・薬剤師・管理栄養士とともに週1回（火

曜午前）の褥瘡回診を行っている。 
  

＜＜実実績績＞＞  
患者数（外来及び入院、延べ人数の推移）               (人) 

年度 
外来 入院 

延べ患者数 1 日平均 延べ患者数 1 日平均 

2021 年度 7,820 32.3 2,584 7.1 

2022 年度 7,740 31.9 2,468 6.8 

2023 年度 8,196 33.7 2,559 7.0 

2024 年度 8,571 35.3 2,397 6.6 

2025 年度 8,394 34.7 2,233 6.1 

 

 

 

 

 

  

  

【手術統計】  （2025年1月1日〜12月31日）              （件） 

外傷 101 

先天異常 19 

腫瘍 454 

瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 39 

難治性潰瘍 114 

炎症・変性疾患 76 

その他 90 

レーザー治療 525 

合 計 1,418 
  

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

2020年10月のSientra社製乳房インプラント認可以降、ア

ナトミカルタイプのインプラント再建が保険診療で再開でき

ることとなっていたが、2025年3月に製造終了となり、現状

保険診療ではラウンドスムーズタイプのインプラントしか選

択肢がなく再建方式が制限された状況が続いている。自家

組織であればもともとの形態に応じた最適な形状を再建し

やすいが、当科では自家組織再建として主にDIEP flap(皮

弁内血管吻合付加)および脂肪注入広背筋皮弁による乳

房再建を行っており、各々の症例についてオーダーメイド

の最善策を追求し、今後もより患者に満足していただける

質の高い治療を行っていく所存である。 
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